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議 題 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）第４回推進会議の振り返りについて 

（２）導入する機能について（土地利用方針たたき台） 

（３）その他 

 

３ 閉会 



議 事 の 要 旨 

１ 開会 

 

２ 議題 

（１）第４回推進会議の振り返りについて 

事務局より資料１に基づき説明を行った。 

 

（２）導入する機能について（土地利用方針たたき台） 

事務局より資料２に基づき説明を行った。 

（高橋委員）市民が、どこかで作られた技術を受け取る、便利な機能を体感できる

だけの場所になっている印象を受けた。例えば、パブリックアートを置いて、

創造性が高まるような居住環境を作る等、市民がイノベーティブになる要素が

入るとよい。学びや知的等のキーワードを入れ、住民も来訪者も知的空間であ

ることを感じ取り、自分自身がイノベーティブになれる空間になるとよい。 

（細谷委員）市民がイノベーションを望んでいるのかという疑問がある。過去に行

われたアンケート調査の結果では、現在の生活に対する満足度は一定数あった

ため、今の生活にない新たな価値観に関連するものを入れてはどうか。例えば、

芸術やアート、音楽、演劇等、非日常を感じられるものがよいのではないか。

市民と一緒に作り上げていけるものがあるとよい。 

（高橋委員）業務開発共創機能は、どこまでオープンな空間にできるかが重要であ

ると考える。 

（森委員）商業機能について、最先端技術の活用やワクワクできる体験は魅力的で

ある。これから相模原を盛り上げていくであろう、子どもたちが体験できるよ

うな技術があるとよい。また、相模原市は SDGs 未来都市であるため、更にアピ

ールできるとよい。 

（小林委員）高齢者や障害を持っている方等、誰もが行きやすく、イノベーション

に慣れることができる空間になるとよい。10 年後には今より最先端技術が浸透

し、慣れるという感覚も変わっているかもしれないが、イノベーションに親し

みのない人が行きづらい場所になってしまうともったいない。 

（川口委員）前回の会議で「何の意味付けもしていない場所」という意見があり、

大事なことだと思った。導入機能が多岐にわたっており、何の意味付けもして

いない場所を残すことが難しいように感じたが、残してほしい。 

（赤瀬委員）相模原市民のためのまちづくりと聞こえる。米軍から返還された土地

という経緯を踏まえると、日本全体の象徴的な場所に仕立てるべきではないか

と思う。日本中で見た時に、他の地域と異なる特徴があり、ワクワク・ドキド

キできる場所になるとよい。例えば、教育という視点で考えると、国際的な内



容やアート等の文化的なものも含め、世界中の知的な部分があると、相模原市

のみでなく日本の財産になる。一言で「こんなまち」といえるコンセプトがあ

るとよい。 

（池田委員）市民アンケートや企業アンケートの結果が反映されているということ

が分かるように土地利用方針をまとめてほしい。交流やにぎわいは、相模原に

人を集めるという点で重要な要素であるため、取り入れてほしい。また、相模

原地域と橋本地域で相乗効果を生み出し、魅力のあるまちになるとよい。 

（安藤（孝）委員）広域交流拠点基本計画では相模原駅周辺、橋本駅周辺とも、ま

ちづくりのコンセプトが掲げられている。それぞれの特性を生かしたまちづく

りを進められるとよい。相模原地区は、低炭素社会や情報発信などに配慮した

国際的な都市になってほしい。 

（中島委員）最先端技術を活用して、障害を持っている方や病気になった方も安心

して子育てをできるような環境になるとよい。 

（大沢委員）各機能をつなぐ道路ネットワークが重要である。公共の道路あるいは

民間の通路など、位置付けによっても考え方は異なるが、それぞれの機能を結

ぶ軸をどのように配置するかを検討する必要がある。 

（事務局）土地利用方針としては、機能の配置や機能連携について整理する。土地

利用方針を実現していく上で、各機能をつなぐ道路は重要となるため、今後の

都市基盤の検討において整理する。 

（赤瀬委員）ゾーニングについては、立体的な構成が見えないと分かりづらい。例

えば、業務機能は上層階に配置し、下層階は民間施設（商業機能）を入れるこ

とも考えられる。また、駅前広場についても空間の使い方をあわせて検討すべ

きである。 

（事務局）ゾーニングを立体的に考えることは現段階では難しいため、平面で複数

案お示ししている。また、駅前広場をどのような空間にするかについては、次

年度以降の検討になるが、駅前広場は、単に交通機能を配置するのみではなく、

みどりあふれる空間やオープンスペースを配置することも重要である。孤立し

た空間でなく、全体の考え方と整合させて、今後考えていく。 

（安藤（孝）委員）本地区のまちづくりを展開するためには、道路網の整備は必要

不可欠である。 

（大沢委員）ハザードマップ等を見る限り、本地区は比較的災害リスクが小さい。

土地利用方針では、災害リスクを整理した上で、防災機能について表記すると

説得力が高まる。 

（小林委員）業務開発共創機能は、市民や子どもたちも関わりやすいようなオープ

ンなもので、市民との交流につながるとよい。 

（髙橋委員）ゾーニング案として 3 つの案が示されているが、3 案の交流にぎわい



機能と住居生活機能を逆にした案がよいのではないかと考える。 

（川口委員）駅前には病院があるため、施設を検討する際は配慮することも必要で

ある。具体的な施設の検討によってゾーニングが変わる可能性もあると考えて

いる。 

（大沢委員）小田急多摩線の延伸は考慮しなくてよいか。 

（事務局）小田急多摩線の延伸は、乗り換え動線や利便性の面で土地利用方針と関

連するため追記する。 

（髙橋委員）イノベーションというキーワードを景観形成や雰囲気づくりの要素に

入れられるとよい。本日の議論を踏まえると、にぎわいよりも、知的や学びと

いう要素の方がよいと思う。 

（布施委員）将来的な相模総合補給廠の全面返還に向け、今回の 15ha のまちづく

りが重要である。また、橋本駅周辺地区との機能分担については、広域交流拠

点がキーワードになると考える。相模原駅周辺と橋本駅周辺は広域交流拠点と

しては一つであり、その中での機能分担として考えた方がよい。 

（大沢委員）多くの委員から、導入機能が多いのではないかとの意見が出ている。

今は、門を広くしておくべき段階かもしれないが、具体的な施設を検討する段

階では、まちづくりのコンセプトを一言で示せるような特徴付けが必要と考え

る。また、基盤整備が重要であり、上下水道のあり方や、開発調整池の位置等

も検討する必要がある。立体利用しながら施設の中に配置するなど、空間を上

手く使えるとよい。 

（佐藤会長）まちづくりコンセプトである、ライフ×イノベーションの具体的なイ

メージを文章に示す必要がある。イノベーションのベースとして「つながり」

を可能とする技術という観点で体系的に書き込めるとよい。特に、つながりの

観点からは、今の技術を踏まえると 5G や DX は外せないキーワードである。こ

れらを担う企業や団体を想定してイメージを書き込むことが大事である。例え

ば、居住機能としては、ドローンやスローモビリティもあれば、遠隔医療や子

育て Tech 等のキーワードが入るとイメージしやすい。商業施設であれば、無人

店舗やオンライン店舗のほか、リアルとバーチャルのイベント開催のような技

術を引き込めると全体としてイメージがしやすくなる。業務開発共創機能につ

いては、オープンオフィスの考え方が重要だと感じた。インキュベーションの

ような機能が必要である。交流にぎわい機能については、オンラインとリアル

のハイブリッドのイベント開催がニューノーマルとして定着してくると思う

が、まちが人を育てるイベントという側面もあると、イノベーティブなまちと

いう印象を与えられるのではないか。交流ハブ機能については、今後の展開を

考えると、エリアマネジメントと都市 OS を合わせて検討できるとよい。機能

×イノベーションのイメージに、つながりの技術を整理し、体系的に書き込む



と総花的な印象ではなくなると思う。また、橋本地区との連携や小田急多摩線

の延伸についての話も出ていたように、拠点のみではなく、周辺地域との連携

について、より書き込めるとよい。イノベーションの視点でも、本地区が技術

のショーケースになり、技術を体験し、周辺にはその技術を活用している場所

があると行きやすい場所になるのではないか。そのような意味を持たせると、

ハブという言葉がより明確になると思う。さらに、橋本地域の産業と連携がと

れる考え方があるとよい。地域の価値の向上が重要な課題となる。ショーケー

スを中心に、全体としてイノベーティブな地域になるというシナリオは、相模

総合補給廠の全面返還を踏まえたまちづくりにも相当する。また、ライフ×イ

ノベーションというコンセプトなので、生活の軸とイノベーションの軸が見え

るようにし、それが周辺とつながっているような絵があるとよいと思った。ゾ

ーニングに関しては、つながり技術の活用イメージを文章で書き込めるとよい。

都市基盤については、利便性向上や地域の付加価値、イノベーティブな生活の

実現という視点で大事であるが、都市 OS の技術が重要である。都市 OS はスー

パーシティやスマートシティでも議論されており、これらの技術が融合し、イ

ノベーションを先導するという意味でも重要と考える。その応用例として、防

災についても扱えるのではないか。都市基盤の中に都市 OS についても書き込ん

でほしい。将来的な全面返還や国有地であったという特性、官民連携、土地利

用計画の実現、橋本駅周辺との機能分担等の視点なども重要であるが、周辺と

のつながりを意識した計画になっているということを強調したい。 

 

（３）その他 

今後のスケジュール等について確認した。 

 

３ 閉会 
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